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猛暑の夏がやってきました。ここ数年は日本かと思うような猛暑や豪雨が続き厳しい毎日を過ごしている

方も多いかと思います。そこに加えてコロナウィルスも依然猛威をふるっています。各自が十分気をつけて

充実した毎日を過ごしていきましょう。 

 

【令和 4年 8月号】「現状分析」 
自分自身や自社の立ち位置を知るということはとても重要です。 
今、自身や自社はどんな状態なのか、どんな状況下にいるのか、これからの自身や自社を取り

まく動きはどうなっていくのか、を深く掘り下げていかないといけません。 
そして自身や自社と向き合ったら今度は自身や自社がどうありたいのか、何を目指すのかを明

確にしないといけません。これをやっておくとありたい姿や目標と現在地とのギャップが浮き

彫りになります。このギャップをいくつもの切り口で抽出し、いつどうやって埋めていくかを

検討します。経営計画の策定も自身のライフプランの作成もこの方法をとります。現状分析に

は３C分析や５フォース分析、SWOT分析やクロス SWOT分析などがありますがいずれも何
のためにこの分析をするのか、そしてその結果をどう活かすのかを明確にしないといけません。 
分析のための分析ではまずいんですね。 
『過去に学び未来に備え今を生きる』ことが大切だとコロナ禍の最近は特に痛感しています。 
皆様の望む未来を創っていくためにも目的を持って現状分析にしっかり取り組んでみません

か？ 


